
単剤 2剤併用 3剤併用

バイアスピリン、アスピリン末

バファリン配合錠A81

タケルダ配合錠

プレタール 1日前

アンプラーグ

チクロピジン塩酸塩 パナルジン、チクロピジン錠

クロピドグレル硫酸塩 プラビックス

プラスグレル塩酸塩 エフィエント

アスピリン･クロピドグレル硫酸塩 コンプラビン配合錠

ワーファリン 継続かDOACへ切替
・術前にINRが治療域である事を確認する

・DOACへの切替は適応に注意する

ダビガトランエテキシラート プラザキサ

エドキサバントシル酸塩 リクシアナ

リバーロキサバン イグザレルト

アピキサバン エリキュース

エパデールS,イコサペント酸エチル

ロトリガ粒状Cap

オパルモン、プロレナール

ドルナー

ペルサンチン,ペルサンチンL

コメリアンコーワ錠

ロコルナール

セロクラール

カルナクリン

ケタスCap

サアミオン

糖尿病薬 ー全ての糖尿病薬 当日朝より休止

成分名

カリジノゲナーゼ

チ

エ

ノ

ピ

リ

ジ

ン

系

1日前

ジピリダモール

ベラプロストナトリウム

リマプロストアルファデクス

EPA・DEA

EPA

アスピリン

サルポグレラート塩酸塩

シロスタゾール

     出血リスクの高い消化管内視鏡診療における休止薬と休止日数一覧(目安)　　　参考： 抗血栓薬服用者に対する消化器内視鏡診療ガイドライン2012、追補版2017参照

※ 休止薬の再開に関しては、内視鏡的に止血が確認されてから早期に再開することを基本とする　　　　　　　　　　　　　　2018.11　水戸済生会HP薬剤部DI室作成

休薬なし

(可能なら3～5日前

から休薬)

休薬なし(シロスタゾールへの置換も可)

PG製剤

冠血管拡張剤

脳循環・

代謝改善薬

抗血小板薬

代表商品名
内視鏡休薬目安(出血高危険度の場合)

継続かヘパリン置換かDOACへ切替

当日朝より休止

分類 備考

休薬なし

脂質異常症用薬

･アスピリン、シロスタゾールとの併用あり

→  5～7日前から休薬

･アスピリン、シロスタゾールとは併用なし

→ アスピリンまたはシロスタゾールに置換

ガイドラインに記載なし

休薬なし(併用薬にアスピリン有なら1日前に休薬)

５～7日前よりアスピリン単独に変更

1日前

抗凝固薬

翌日より再開(ガイドライン参照)

５～7日前

ニセルゴリン

イブジラスト

酒石酸イフェンプロジル

塩酸トラピジル

塩酸ジラセプ

ワルファリンカリウム

D

O

A

C


